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■凸内容の要旨および審査の結果の要旨
急性肝障害に合併する耐糖能異常の成因を解明するため，Ｄ－ガラクトサミン投与により急性肝炎モデ
ルラットを作成し，その遊離脂肪細胞および単離ヒラメ筋を用いて，糖輸送並びにインスリン結合につい
て検討した。まずガラクトサミンのラット腹腔内投与によりさまざまな程度の肝細胞壊死が観察されたた
め，これらを軽症肝炎群と重症肝炎群の２群に分類した。ブドウ糖負荷試験での糖処理能は対照群に比し
肝炎群で肝炎の重篤化に伴い有意に低下し，血清インスリン値は上昇していた。糖輸送の測定はラット副
睾丸周囲脂肪組織より得た遊離脂肪細胞，あるいは単離ヒラメ筋を用いて行った。脂肪細胞のブドウ糖除
去率（glucoseclearancerataGCR：fl／Ｃｅ11.sec）は，インスリン非存在下（非刺激下）および1
00,9／ｍｌインスリン存在下（刺激下）共に軽症肝炎群で対照群より増加傾向を示した。一方，重症肝炎
群は軽症肝炎群に比し非刺激下GORの有意の低下と共に，刺激下GORの低下傾向を示した。次に，ヒラ
メ筋における糖輸送はインスリン非刺激下およびインスリン（100,9／ｍｌ）刺激下のいずれの状態でも，
対照群，軽症肝炎群，重症肝炎群の３群間で有意差を認めなかった。しかし，インスリン感受性の指標で
ある非刺激下に対する刺激下ブドウ糖取り込みの比（stimulatedglucoseuptake／basalglUCose
uptake,Ｓ／B）は，重症肝炎群で軽症肝炎群より有意に低値を示した。また重症肝炎群において血清イ
ンスリン値とS／Bとは有意な正の相関関係（r＝0.77）を認めた。'甑1-インスリンの遊離脂肪細胞，ある
いは単離ヒラメ筋に対する特異的結合率は，上記３群間で有意差を認めなかった。以上より，１）肝炎が
軽症である場合は，軽度の耐糖能異常を認めるものの末梢組織における糖輸送は低下していないこと，２）
肝炎が重症化した場合，脂肪細胞での基礎ブドウ糖取り込みと，筋肉組織でのブドウ糖取り込みにおける
インスリン感受性の低下を認めること,３）この際随伴する高インスリン血症が，低下した筋肉組織での
糖輸送をある程度まで回復させる可能性があること，４）脂肪細胞と筋肉組織では糖輸送動態が異なって
いる可能性があることなど，が示された。急性肝炎モデルにおける脂肪組織や筋組織を用いたinvitroで
の検討は著者の報告が始めてであり，なかでも急性肝障害における末梢での糖輸送動態が慢性肝障害のそ
れとは異なる可能性を示唆した点で肝臓病学に寄与する労作と評価される。
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